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【論文審査の結果の要旨】 

【Abstract of Dissertation Review Result】 

当該論文は、ヘルスイノベーションエコシステムにおける冗長性の重要性について、スコ

ーピングレビュー、アンケート調査、半構造化インタビュー調査により明らかにした研究で

ある。 

社会的意義（現代の保健・医療・福祉分野の重要な課題を抽出し、科学的根拠に基づいた

⾰新的な課題解決の⽅策を提⽰し、新たな社会的・経済的価値を⽣み出すことができる学術

上の創造性や新規性を有する）、研究方法の妥当性（先⾏研究等に裏付けされた学術的⾒地か

らみて実証的・論理的な整合性がある）、論旨展開の妥当性（⽂章表現および体裁が整えられ、

研究論⽂全般に対して論旨が明確で⼀貫性がある、得られた研究結果と考察に整合性があり

研究結果の表現が適切である、先⾏研究について⼗分な知⾒を有し適切な引⽤がなされてい

る）、研究倫理の妥当性（実証の⼿続きが明記され、倫理的配慮を遵守している）、保健・医

療・福祉学の発展に貢献できる学術的価値（研究の将来性、発展性が認められ、得られた成

果の学術的到達度が認められる）について検討を行い、当該論文がこれらの基準を満たして

いると判断した。 
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【最終試験の結果の要旨】 

【Abstract of the result of the Final Examination】 

博士論文審査および最終試験は、令和 7 年１月２９日１８時よりオンラインで実施された。

申請者の伊藤敏孝氏より、日本語による約６０分間の研究内容の発表があり、その後、主査・

副査による口頭試問を、日本語で約６０分間行った。 

申請者は、現状の問題点、研究の目的、研究方法、研究結果とその解釈、成果の社会的意

義、研究の将来展望などに関する質問に対し、高度で専門的な知識を駆使して、現研究の限

界も踏まえて的確に回答した。 

 

以上を総合して、課題の抽出と分析・課題解決策の呈示を通して保健・医療・福祉におけ

る新たな社会的・経済的価値を生み出す能力と、保健・医療・福祉の向上を担う国際的高度

人材として国内外におけるリーダーシップを発揮できる学術性・専門性・教養・倫理観およ

び価値観を有していると認められ、本研究科博士課程のディプロマ・ポリシーに照らして、

博士（公衆衛生学）の学位にふさわしい人物であると判断し、審査員全員一致で、最終試験

を合格とした。 

 


